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総・教
朗

・滑
嚢

篠
勲

災
■

年

い

・３○２鯛

中
小
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
間
で
大
学
と
協
力
し
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
技
能
伝
承

の
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
。
現
場
の
熟
練
技
能
者
の
匠

（た
く
み
）
の
技
を
見
え
る
化
し
て

若
手
が
学
び
や
す
く
し
て
い
る
。
現
場
力
を
担

っ
て
き
た
団
塊
の
世
代
が
６０
歳
代
半
ば
を
迎

え
大
量
に
退
職
し
て
い
く
な
か
、
円
滑
な
技
能
伝
承
が
急
務
に
な
る
。

金
型
な
ど
の
表
面
を
鏡
の

よ
う
に
仕
上
げ
る
超
硬
工
具

に
強
い
京
浜
工
業
所

（東
京

・品
川
、
内
田
由
美
子
社
長
ヽ

今
年
夏
、
首
都
大
学
東
京
系

の
産
業
技
術
大
学
院
大
学
と

連
携
し
、
最
も
難
し
い
作
業

を
３
次
元
映
像
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
。
ト
ョ
タ
自
動
車

や
コ
マ
ツ
な
ど
有
力
顧
客
か

ら
評
価
さ
れ
る
製
品
を
生
み

出
す
現
場
の
技
能
を
デ
ト
タ

と
し
て
残
し
い
受
け
継
が
せ

・る
た
め
だ
。
　
　
一
一
一
．
一

＾
対
象
と
な
つ
た
作
業
は
超

硬
工
具
の
申
で
も
非
常
に
高

い
精
度
が
必
要
な
切
削
工
具

「精
密
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
イ

ト
」
の
粗
加
工
だ
。
約
８０
人

の
技
能
者
の
中
で
も
地
戸

‐康

二

・
単
結
晶
部
門
技
術
主
任

ら
６０
歳
代
の
２
人
し
か
で
き

な
い
。
研
磨
機
で
誤
差
０

一

．０
０
２
、デ
研
ま
で
短
時
間
で
・

ダ
イ
ヤ
の
星
右
を
磨
く
。
こ

の
誤
差
は
人
の
手
作
業
と
し

て
限
界
と
さ
れ
る
精
度
だ
。

仕
上
げ
の
時
間
を
短
縮
で
き

工
具
の
量
産
一が
・容
易
に
な

る
¨
．京
浜
工
業
所
の
内
田
亨

副
社
長
は

「
‐粗
加
工
は
簡
単

に
覚
え
ら
れ
な
い
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
で
コ
ツ
が
分
か
り
や

す
く
な
る
｝
と
語
る
。

「
こ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
原

石‐
の
場
合
、
一頂
点
の
や
や
下

か
ら
研
磨
機
に
対
し
て
１５
度

で
あ
て
る
と
削
り
や
す
い
」

―
―
。
池
戸
主
任
は
パ
ソ
コ

ン
画
面
に
表
示
さ
れ
る
加
工

の
３
Ｄ
映
像
を
指
さ
し
な
が

ら
若
手
を
指
導
す
る
。
映
像

の
ほ
か
、
原
石
の
結
晶
の
配

列
の
違
い
を
見
極
め
て
粗
加

工
の
や
り
方
を
微
調
整
す
る

ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
も
デ
ー
タ
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
産
業
技

術
大
学
院
大
学
の
橋
本
洋
志

教
授
ら
の
４
つ
の
研
究
室
の

教
員
や
学
生
が
現
場
に
入
り

込
ん
だ
。
熟
練
技
能
者
の
手

の
角
度
な
ど
を
細
か
く
計
測

し
た
リ
ノ
ウ

ハ
ウ
も
聞
き
取

り
調
査
を
し
た
り
し
た
。
１

年
余
り
で
完
成
さ
せ
た
。
「
地

域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業

団
塊
大
量
退
職
で
急
．務

京浜工業所では池戸技術主任④の熟
練技能を画面上に再現、着手技能者
の育成に生かす (東京都品川区 )

ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
時
の
視
界
を
デ
ジ
タ
ル
映
像
に

し
た

（東
京
都
葛
飾
区
の
小
川
製
作
所
）

に
役
立
ち
た
い
」

（石
島
辰

太
郎
学
長
）
と
ほ
ぼ
無
償
で

協
力
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
技
能
伝
承
の
ノ
ウ

ハ
ウ

を
習
得
で
き
た
。
大
企
業
を

含
め
て
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
、

今
後
の
産
学
連
携
で
生
か
し

て
い
く
考
え
だ
。

医
療
機
器
の
金
属
部
品
を

製
造
す
る
小
川
製
作
所

（東

京

・
葛
飾
、
小
林
諦
順
社
長
）

も
東
京

理
科
大
学

と
協
力

し
、
比
較
的
手
軽
に
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
技
能
伝
承
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

同
社
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

断
層
撮
影
装
置

（Ｃ
Ｔ
）
な

ど
の
金
属
部
品
の
精
密
加
工

が
強
み
だ
。
月
に
１
千
種
類

も

の
部

品
を
少
量
生
産
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
品
で
金

型
の
取
り
付
け
方
や
加
工
機

の
操
作
が
異
な
り
、
熟
練
技

能
が
必
要
。
ベ
テ
ラ
ン
技
能

者
が
Ｃ
Ｃ
Ｄ

（電
荷
結
合
素

子
）
カ
メ
ラ
を
付
け
た

ヘ
ル

メ

ッ
ト
を
着
用
し
、
細
か
い

作
業
を
デ
ジ
タ
ル
映
像
と
し

て
取
り
込
ん
で
き
た
。

東
京
理
科
大
の
赤
倉
貴
子

教
授
の
研
究
室
と
共
同
制
作

し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

で
は
左
側
に
作
業
の
映
像
が

¨
中
小
の
４
割
に
危
機
感

独
立
行
政
法
人
の
労
働
政

策
研
究

。
研
修
機
構
が
ま
と

め
た
２
０
１
２
年
調
査
に
よ

れ
ば
、
従
業
員
数
３
０
０
人

未
満
の
中
小
企
業
の
４
割
程

度

（
７
９
７
社
）
が
技
能
伝

承
に
つ
い
て

「
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
。

そ

の
理
由

を
細
か
く
見
る

と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使

っ

た
技
能
伝
承
が
有
効
な
こ
と

が
分
か
る
。
　
　
　
　
　
　
・

同
機
構
の
調
査
で
は
技
能

伝
承
が
難
し
い
理
由
と
し
て

ほ
ぼ
半
分
の
企
業
が
挙
げ
た

理
由

（複
数
回
答
）
が
２
つ

あ
る
。

「
ノ
ウ
ハ
ウ
や
伝
承

方
法
が
は

っ
き
り
し
て
い
な

い
」
と

「
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
承
す
る
た
め
の
時
間
的

ｏ
人
的
余
力
が
な
い
」
だ
。

３
番
目
の
理
由
も

「
若
手
と

中
高
年

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
」
。
京
浜
工
業
所

の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
れ
ば
、

「
暗
黙
知
」

と
さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
明
確

に
記
録
し
た
り
、
技
能
伝
承

(複数回答)

技能伝承力ヾうまくいつていない理由

技
術

の
進
歩
に
ベ
テ

ラ
ン
が

つ
い
て
い
け

な

い

若
年
技
能
者
を
十
分

に
確
保

で
き

て
い
な

い若
年
技
能
者

の
能
力

や
意
欲
が

不
足

　

・

若
年
と
中
高
年
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

が
不
足

技
能
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を

伝
承
す

る
時
間
的

■

人
的
余
力
が
な
い

ノ
ウ

ハ
ウ
や
技
能
伝

承
の
方
法
が

は

っ
き

り
し

て
い
な

い

(注 )労働政策研究 研修機構「『全員参加型社会』の実
現に向けた技能者の確保と育成に関する調査Jか
ら作成。2012年 に調査
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流
れ
ヽ

ら
聞
キ

な
ど
（

い
る
。

小
‐‐‐

務
は

一

パ
ソ
「

り
方
え

作
業
え

り
で
き

き
い
」

に
か
付

減
で
き

技
能

０
０
７

た
の
は

生
ま
れ

が
定
在

っ
た
ハ

業
を
す

能
者
べ

現
場
「

っ
た
。

が
優
禾

し
た
べ

６５
歳
前

中
ノ‐、

テ

ラ

ン

け
で
痛

だ
け
Ｆ

進
め
ス


